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五

始

の

点

業

管
永

井

一

彰

こ
の
稿
で
取
り
上
げ
る
五
始
は
山
口
羅
人
門
の
俳
人
で
浪
花
の
産
、
中
嶋
氏
名

は
雅
英
、
鳥
車
園

・
自
省
翁

・
春
要
斎

・
甫

羅
庵
の
号
を
名
乗
り
、
京
に
門
戸
を

構
え
宝
暦
か
ら
安
永
に
か
け
て
活
躍
を
し
た
宗
匠
の

一
人
で
あ
る
。
か
つ
て
注
目

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
俳
人
で
あ
る
が
、

明
和
八
年
刊

『
誹
譜
家
譜
拾
遺
集
』

に

「
今
時
点
業
六
十
有
余
家
」
と
し
て
囎

山

・
太
砥

・
蕪
村
な
ど
と
共
に
そ
の
名

が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
中
興
期
の
京
俳
壇
を
正
確
に

と
ら
え
よ
う
と
す
れ
ば
当
然
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
で
あ
る
。
そ
の
五

始

の
点
業
に
つ
い
て
は
本
年

一
月
の
京
都

俳
文
学
研
究
会
第
三
回
例
会
の
席
で
口

頭
発
表
の
機
会
を
得
、
機
関
誌

『俳
文
学
研
究
』
第

一
号
に
要
点
の
み
を
報
告
し

て
お
い
た
が
、
紙
数
の
制
約
も
あ

っ
て
十
分

に
意
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、

そ

の
後
目
に
触
れ
た
資
料
も
加
え
こ
こ
に
詳
説
を
試
み
る
次
第
で
あ
る
。

管
見
に
入

っ
た
五
始
の
編
著
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

初
老
賀
集
』

『
奉
納
高
判
発
句
』
は
逸
題
本
で
あ
る
。

延
享

1

一
万

発
句
抜
葦

3

握
墨

・
上

寛

延
2

五
始

初
老
賀
集

・
上

因
み
に

『
五
始

3

宝
暦

57810

明
和
78

安

永

14

天
明

2

雲
の
浜

古
百
倍
前
集

子
年
発
句
高
判
集

丑
年
発
句
高
判
集

御
射
山
翁
追
善

裸
噺
菊
か
さ
ね

明
和
寅
年
発
句
高
判
集

除
元
吟

除
元
吟

奉
納
高
判
発
句

■

な
お
、
こ
れ
以
外

に
も
五
始
に
は

『
誹
譜
福

一
満
』
な
る
二
冊
本
の
著
書
が
あ

っ
た
こ
と
を

『俳
譜
書
籍
目
録
』

『
宝
暦
書
籍
目
録
』
は
伝
え
て
い
る
。
そ
の
書

名
は

『雲
の
浜
』

『
古
百
倍
前
集
』
巻
末
の
書
林
野
田
藤
八
の
広
告
に
も
や
は
り

二
冊
本
と
し
て
見
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

『
握
墨
』
の
次

『
雲
の
浜
』
の
前
に

上
げ
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、
あ
る
い
は
逸
題
で
上
巻
の
み
が
残
る

『
五

始
初
老
賀
集
』
が
そ
れ
に
相
当
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
現
存
す
る
五
始
編
著
に
よ
れ
ば
彼
の
お
お
ま
か
な
事
蹟
は
次
の
通
り
。

*国 文学研究室(昭 和59年9月15日 受理)
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延
享
三
年
刊
と
思
わ
れ
る

『
握
墨
』
に
、

五
始
は

「浪
花
の
住
た
り
し
時
よ
り
御

射
山

(羅
人
の
こ
と
)
の
枝
雪
を
た
の
し
み
今
は
花
洛
に
在
し
て
風
流
道

の
聞
え
」

が
あ

っ
た
が

「
乙
丑
春
待
月

(延
享
二
年
+
二
月
)」
に

「
道
の
棟
梁
た
ら
む
こ
と
」

を
羅
人
か
ら
許
さ
れ
た
と
あ
る
。
五
始
は
寛
延
二
年
に
初
老
の
賀
を
営
ん
で
い
る

か
ら
、
逆
算
を
す
れ
ば
そ
の
立
机
は
三
十
六
才
の
こ
と
で
あ
る
。
以
後
宝
暦
末
ま

で
、
寛
延
三
年
に
若
狭
行

(雲
の
浜
)、
宝
暦
八
年

に
は
但
馬

へ
赴
き
同
地

の
門
人

と
共
に
城
崎
末
代
山
薬
師
堂
に
羅
人
の
発

句
塚
を
建
立

(御
射
山
翁
追
善
)、

同
十

年

に
伊
勢
行

(裸
噺
)
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
概
ね
京
に
あ

っ
て
点
業
を
営

な
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
暫
く
五
始

の
活
動
を
告
げ
る
資
料
は
見
当
ら
な
い

が
、
そ
れ
は

「
湖
南
の
月
か
す
か
に
三
つ
四
つ
の
年
を
経
る
」
(菊
か
さ
ね
)
と
い

う
事
情
が
存
し
た
ら
し
く
、
明
和
七
年
に
は
帰
京
し
再
び
点
業
生
活
に
戻

っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
五
始
百
箇
日
追
福
の
た
め
伊
勢
相
可
の
門
人
凡
鳥
が
同
国
射
和
里

蓮
華
精
舎
境
内
に
建
立
し
た
自
省
翁
石
碑

々
文

(奉
納
高
判
発
句
)
に
ょ
れ
ぽ
、
五

始
は
安
永
四
年
九
月
十
三
日
六
十
六
才
で
没
し
た
と
あ
る
。
な
お
付
け
加
え
れ
ば
、

五
始
は
鳥
車
園
の
号
を
明
和
四
年
頃
羅
江

に
、
春
要
斎

の
号
を
安
永
四
年
に
対
山

に
譲
っ
て
い
る
。
ま
た
、

『
俳
譜
家
譜
拾
遺
集
』
に
は
そ
の
当
時
の
五
始
の

「寓

舎
」
を
西
洞
院
下
立
売
上
町
と
伝
え
る
。
以
上
、
三
十
六
才
で
立
机
し
て
よ
り
六

十
六
才
で
没
す
る
ま
で
の
三
十
年
間
、
五
始
の
営
な
ん
だ
点
業
は

一
、
高
判
集

(高
点
付
句
集
)
の
選

二
、
奉
納
四
季
発
句
秀
吟
集
の
選

三
、
月
並
発
句
高
判
集
の
選

の
三
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
各
項
目
に
つ
い
て
述
べ
て
行
く

こ
と
に
し
よ
う
。

一
、

高

判

集

ま
ず
五
始
の
高
判
集
に
つ
い
て
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
因
み
に
、

こ
こ
で
い

う
高
判
集
と
は
所
謂
高
点
付
句
集
の
こ
と
。
当
時
は

一
般
に
高
判
集
と
呼
び
、
発

句
の
場
合
は
高
判
発
句
ま
た
発
句
高
判
と
し
て
区
別
す
る
の
が
普
通
で
あ

っ
た
よ

う
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
稿
で
は
高
点
付
句
を
高
判
と
、
そ
の
集
を
高
判
集
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
。

延
享
二
年
に
立
机
し
た
五
始
は
寛
延
元
年
に
同
門
の
貞
至

・
慶
山

・
風
状
と
共

に
羅
人
の

『
ひ
ろ
は
と
り
』
を
編
集
し
、
早
く
も
高
判
集
に
関
わ
り
を
持
ち
始
め

る
が
、
そ
の
高
判
が
初
め
て
見
え
る
の
は
寛
延
三
年

『雲
の
浜
』
で
あ
る
。
こ
の

書
は
同
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
五
始
が
若
狭
を
訪
ね
た
折
の
記
念
集
で
あ
る

が
、
そ
の
中
に

「
小
浜
逗
留
中
即
考
/
高
判
の
句
を
拾
ふ
」

と
し
て

「
冬
至
油
花

ト
・
灘
翁

・
灘
翁
二
加
印
・
献
歳

・
献
歳

二
加
印
・
太
白
星
」

と
点
印
別
に
百

五
十

点
か
ら
三
百
点
ま
で
の
高
判
九
十
章
を
上
げ
る
。
太
白
星

(三
百
点
)
の
二
章
は
前

句
も
共
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
小
浜
逗
留
中
に
同
地
の
人
々
か
ら

点
を
乞
わ
れ
た
巻
々
か
ら
の
抜
葦
で
あ
ろ
う
。

次
に
取
り
上
げ
る
べ
き
も
の
に

『
古
百
倍
前
集
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
五
始
が
単

独
で
選
し
た
唯

一
の
高
判
集
で
あ
る
の
で
少
し
詳
し
く
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

半
紙
本

一
冊
、
宝
暦
五
年
孟
夏
奥
、
洛
野
田
藤
八
刊
。
序
文
を
次
に
上
げ
る
。

都
鄙
の
巻
亡
秀
晩
其
数
を
し
ら
ず
。
灘
翁
献
歳
よ
り
昇
り
た
る
句
帳
を
書
林
橘
技
堂
梓

行
せ
ん
事
を
も
と
む
。
い
ま
だ
高
判
の
集
編
せ
ざ
る
は
後
世
を
恐
る
＼
も
の
ぞ
。
長
き

日
森
雨
に
取
出
て
我
は
ま
こ
と
の
金
葉
を
拾
ふ
事
な
り
と
い
ふ
に
、
亦
や
ミ
が
た
き
す

＼
め
に
応
じ
て
、
此
比
の
風
骨
横
こ
の
ミ
に
好
め
る
と
こ
ろ
を

一
帖
と
な
し
て
与
ふ
。

是
に
洩
る
、
芳
吟
す
く
な
か
ら
ね
ど
、
か
ぎ
り
な
き
こ
と
葉
な
れ
バ
こ
の
曲
流
を
と
て

門
葉
に
知
ら
し
む
と
い
ふ
事
を

自
省
翁
書

続
い
て
の
丁
の
表

に

「鳥
車
園
高
判
/
古
百
倍
前
集
」
と
大
書
。
裏
に
次
の
如
く

印
譜
を
掲
げ
る
。

この稿は昭和58年 度前期内地留学期問中の研究成果の一部である。
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鳥

車

園

印

譜

珍
重

五
貼

寒
露

百

＼

辰

八

＼

冬
至

百
廿

、

社

日

廿

＼

灘
翁

百

七
十

＼

油
花
卜

計

＼

献
歳

二
百

＼

来
禽
花

五
十

＼

太
白
星

三
百

＼

長
命
縷

七
十

＼

借
人
践

四
百

＼

赤
壁

八
十
五

＼

古
百
倍

五
百

＼

以
下
、
次
の
よ
う
に
点
印
別
に
高
判
を
並
べ
る
。

灘
翁
之
部
加
点
▲
印
ヲ
付
ル

鳳
鳳
は
い
つ
出
る
物
ぞ
花
ざ
か
り

▲
羽
蟻
出
る
日
に
頼
朝

の
露

献
歳
之
部
加
点
▲
印
ヲ
付
ル

祝
ひ
日
に
拍
子
の
ぬ
け
る
か
瓦
り
人

▲
設
る
女
房

ハ
さ
ら
く

と
讃
む

漱
歳
来
禽
花
之
加
印

一
番
の
謡

の
余
る
手
舟
道

但
馬
出
石

京京京京

太
白
星
之
部

ち
か
ら
の
な
き
を
若
竹
の
力

一
日
は
行
義
に
暮
す
表
替

借
人
践
之
部

芝
居
の
智
恵
を
ふ
る
ふ
は
つ
恋

蚊
ま
け
せ
ぬ
女
房
に
く
き
寄
咄
し

肌
寒
し
と
ハ
後
家
な
れ
ぬ
肌

髪
ば
か
り
立
派
に
結
ふ
て
旅
労
れ

笠
に
も
た
る
瓦
旅
の
つ
れ
く

裾
に
物
置
く

ハ
い
や
し
き
肘
枕

丹
波
黒
井

丹
波
黒
井

兄

 

京

灘
翁

・
献
歳
の
部
に
処

々
見
え
る
▲
印
を
付
し
た
句
は
、
珍
重

・
辰

・
社
目
な

ど
若
干
の
加
印
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
印
譜
と
照
合
し
て
み
る
と
、
こ
こ

に
は
百
七
十
点
か
ら
四
百
点
ま
で
の
高
判
が
点

の
低
い
も
の
か
ら
順
に
上
げ
て
あ

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
太
白
星
以
上
の
句
は
前
句
も
共
に
収
録
す
る
。
か
よ
う

な
点
印
別

・
低
点
順
、
特
に
点

の
高
い
句
は
前
句
共
に
と
い
う
配
列
の
仕
方
及
び

使
用
さ
れ
て
い
る
点
印
は
、
前
引

『
雲
の
浜
』
に
同
じ
で
あ
る
。
各
部
の
選
句
数

は
順
に
訓

・
㎜

・
23

・
ー8

・
3
章
。

一
つ
注
意
す
べ
き
こ
と
が
ら
と
し
て
、
作
者

は
す
べ
て
所
書
き

の
み
で
示
し
て
あ
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
集
計
し
て
み
る
と

京

(662
)
但
馬

(m
)
の
占
め
る
割
合
が
圧
倒
的
に
多
く
、
以
下
伊
賀

・
若
狭

・
伊

勢

・
丹
後

・
近
江

・
丹
波

・
江
戸

・
西
宮

・
讃
岐

・
美
作

・
阿
波

.
越
前

.
豊
後

・
土
佐
と
続
く
。

終
丁
表
に
次
の
奥
書
が
あ
る
。

新
刻
借
人
践
之
句
を
得
て
こ
＼
に
拾
ふ
。
古
百
倍
の
句
は
後
編
に
う
ら
合
の
秀
逸
を
揃

て
見
る
べ
き
事
を
お
も
ふ
。

宝
暦
五
年
亥
孟
夏

そ
の
裏
に
は

「
鳥
車
園
集
」
と
し
て

「
握
墨
二
冊

・
福

一
満
二
冊

・
古
百
倍
前
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判 印 判 判 ろ は百 はに

年0第 萬 百 萬 は 低 の 華 の づ 紅 柳 国 秋

百 五 句 は 旬 と 歌 り の

竹 樵 橋 集 仙 筏 集 り 屈 花 仙 領 刀 峯 海 葉 曲 燕 関
二 第 初
編 二 編
編
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)))))))))))))))))))

集

一
冊

・
古
百
倍
後
集
二
冊

・
裸
噺
L
と
五
始
の
編
著
を
並
べ

「書
林
洛
二
条
通
富

小
路
西
江
入
町
野
田
藤
八
」

と
刊
記
が
あ
あ

る
。
奥
書
及
び
書
難
の
広
告
を
併
せ
見

る
と
、
五
始
は
歌
仙
初
裏
合
の
高
判
を

『
古
百
倍
後
集
』
二
冊
本
と
し
て
出
す
つ

も
り
の
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
刊
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
が

『
古
百
倍
前
集
』
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

で
は
、

こ

の

『
古

百
倍
前

集
』
は
当
時
さ
か
ん
に
出
版
さ
れ
た
数
多

く
の
高
判
集
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置

を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
左
に
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
所
在
が
確
認
で
き
た
高
判

集
を
上
げ
て
み
よ
う
。
な
お
、
頭
に
*
印

を
付
す
も
の
は
未
見
で
あ
る
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

『
古
百
倍
前
集
』
は
巻
頭
に
印
譜
を
上
げ
た
あ
と
百

七
十
点
か
ら
四
百
点
ま
で
の
高
判
を
点
印
別
に
点
の
低
い
も
の
か
ら
並
べ
、
三
百

天 安 明

明 永 和
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四
百
の
部
に
つ
い
て
は
前
句
も
共
に
示
し

て
い
る
。
こ
の
点
印
別

・
低
点
順
と
い

う
高
判
配
列
法
は
当
時
の
高
判
集
と
し
て
は
極
め
て

一
般
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。

す
な
わ
ち
、
右
高
判
集
の
う
ち

『
春
秋
関
』
『
五
百
仙
』
『
つ
き
あ
か
り
』
は
点
位

に
拘
わ
り
な
く
混
雑
で
高
判
を
並
べ
る
が
、
他

の
も
の
は
概
ね
点
印
別

・
低
点
順

の
配
列
を
採

っ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
頭
に
印
譜

(印
式
ま
た
点
譜
と
も
)
を
上
げ
る

例
も

『
門
柳
曲
』
以
下

『花
紅
葉
』
『筆
華
領
』
『
二
百
歌
仙
』
『鳥

の
花
』
『
な
に

は
筏
』
『今
年
竹
』
『鳴
澤
た
か
ね
』
『
み
つ
か
な
わ
』

『机
す
み
』
『
其
垣
』
(こ
れ

の
み
巻
末
)と
数
多
く
見
受
げ
ら
れ
る
。
因
み
に

『
悪
の
上
』
も
印
譜
は
上
げ
な
い

も
の
の
、
志
保
賀
満

・
葉
二

・
母
呂
歌
徒
羅
と
い
っ
た
点
印
を
模
刻
し
て
各
部
の

頭
に
点
数
と
共
に
示
し
て
お
り
、
意
識
と
し
て
は
前
引
の
も

の
に
等
し
い
。

『
古

百
倍
前
集
』
は
こ
の
点
で
も
先
行
高
判
集

の

一
般
的
な
形
式
に
倣

っ
た
に
過
ぎ
な

い
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
句
の
扱
い
と
い
う
点
に
注
目
す
る
と
そ
の
影
響
関

係
は
も
う
少
し
限
定
し
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

『春
秋
関
』
以
下
の
淡
々
の

高
判
集
は

二

句
の
心
を
う
し
な
は
父
た
と
へ
よ
く
付
た
り
と
も
む
な
し
き
人
の

さ
う
そ
き
た
ら
ん
が
ご
と
く
な
る
べ
し
…
…

一
句
の
主
人
公
を
得
よ
」
(春
秋
関
)

「前
句
を
略
し

一
句
く

の
功
を
あ
ら

ハ
し
」
(万
国
燕
)
と
い
う
趣
旨
か
ら

「准

前

々
略
前
句
」
(か
は
つ
の
海
)
「准
先
規
不
記
前
句
」

(鳥
の
花
)
と
い
う
よ
う
に
、

そ

の
悉
く
に
前
句
を
示
し
て
い
な
い
。
淡

々
の
門
に
出
る
富
天
の
も
の
、
そ
れ
に

紹
簾
と
そ
の
門
下
の
白
羽

・
蒲
丈

の
高
判
集
も
ま
た
前
句
を
示
す
こ
と
が
な
い
。

が
、
富
天
と
同
じ
く
淡

々
門
で
あ
り
な
が

ら
羅
人
の
高
判
集
は

『
花
紅
葉
』

『
ひ

ろ
は
と
り
』
は
三
百
点
以
上
に
、

『鳴
澤
た
か
ね
』
は
百
七
十
点
以
上
に
前
句
を

示
し
、
や
や
異
な

っ
た
趣
を
見
せ
て
い
る
。
五
始
と
同
じ
羅
人
門

の
風
状
も
こ
れ

を
踏
襲
し

『
今
年
竹
』
は
百
点
以
上
に

『
行
合
田
』

『
三
年
物
』
は
三
百
点
以
上

に
、
『
み
つ
か
な
わ
』
は
二
百
点
以
上
に
前

句
を
示
し
て
い
る
。
『
古
百
倍
前
集
』

の
三
百
点
以
上
の
高
判
は
前
句
と
共
に
上
げ
る
や
り
方
が
師
羅
人
ま
た
同
門
風
状

の
そ
れ
に
倣

っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
な
お
点
数
に
つ
い
て
触

れ
て
お
け
ば
、

『古
百
倍
前
集
』
で
五
始
は
最
高
四
百
点
を
与
え
、
次
に
編
集
さ

る
べ
き
後
集
で
は
五
百
の
高
点
が
出
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
灰
め
か
し
て
い
る
。

『春
秋
関
』
以
来
の
高
判
集
は
点
数
の
分
か
っ
て
い
る
範
囲
で
言
え
ば
、

『
鳥
の

花
』

の
三
百
七
十
点
と
い
う

一
例
を
除
い
て
、
概
ね
最
高
で
も
三
百
前
後
で
あ
る

こ
と
を
思
う
と
こ
れ
は
や
や
高
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
風

状
に
先
例
が
あ
り
、
彼
は

『今
年
竹
』

『
み
つ
か
な
わ
』
に
於
て
五
百
点
を
与
え
、

『
行
合
田
』
で
は
四
万
余
と
い
う
寄
句
を
抱
え
こ
ん
で
実
に
八
百
と
い
う
高
点
を

出
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
同
門
風
状
の
影
響
は
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
巻
頭
に
印
譜
を
置
き
高
判
を
点
印
別

・
低
点
順
に
並
べ
る
と

い
う

『古
百
倍
前
点
』

の
形
式
は
先
行
の
高
判
集
に
倣
っ
た
も
の
で
、
特
に
点

の

高
い
句
を
前
句
共
に
掲
げ
る
や
り
方
も
師
羅
人
同
門
風
状
の
そ
れ
を
踏
襲
し
た
に

過
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、

『
古
百
倍
前
集
』
は
作
者
名
を

一
切
記
さ
ず
所
書
き
で
表

わ
す
点
を
や
や
異
と
す
る
他
は
羅
人
門
の
高
判
集
と
し
て
は
極
め
て
あ
た
り
ま
え

の
も
の
で
、
特
に
目
新
し
さ
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
で
は
、
五
始
は
そ
の
よ
う
な

『
古
百
倍
前
集
』
を
高
判
集
が
最
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
宝
暦
中
頃
に
何
故
上
梓

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
高
判
集
出
版
の
背
景
に

つ
い
て
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

一
口
に
高
判
集
と
は
言

っ
て
も
そ
の
出
版
の
背

景
に
あ
る
事
情
は

一
様
で
は
な
い
。
上
方

の
高
判
集
の
嗜
矢

と

さ
れ

る

『
春
秋

関
』
は
、
魚
川
の
序
文
に

半
時
庵
主
の
几
上
を
窺
に
諸
国
の
巻
亡
成
秀
逸
不
少
。
老
人
筆
の
ひ
ま
を
以
て
書
と
ゴ

む
る
事
ま
ば
ら
な
が
ら
数
巻
に
及
ぶ
。
…
…
漸

一巻

一
万
句
余
…
…
予
筆
の
及
ぶ
と
こ

ろ
に
ま
か
せ
て
凡
五
百
句
斗
を
写
し
と
り
て
創
剛
氏
に
附
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
年
来
諸
国
よ
り
点
を
乞
う
て
来
た
巻
々
か
ら
淡

々
が
書
き
留
め

て
お
い
た
高
判
を
上
梓
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
高
判
集
の
流
行

を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
前
掲

の
高
判
集

一
覧
か
ら
も
わ
か
る
こ
と
だ
が
、

『
春
秋
関
』
に
管
見
入
っ
た
だ
け
で
も
三
種
の
後
摺
り
本
が
存
在
す
る
こ
と
も
そ
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の
評
判
を
告
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
淡

々

一
門
が
考
え
た
の
が
句
会
を
催
し
て

そ
の
高
判
を
上
梓
す
る
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。

こ
れ
に
は

「
享
保
十
三
年
申
三

月
十
七
日

一
日
二
千
句

・
寛
宴
二
百
頭
」

(万
国
燕
)
と
い
う
よ
う
に
あ
る
特
定
の

一
日
に
限
っ
て
大
規
模
な
句
会
を
催
し
そ

の
高
判
を
上
梓
す
る
も
の
と
、

二

夜

百
句
言
之
三
席

正
月
二
十
日
於
柳
紅
軒

一
人
百
句
放
言
交
席

・
二
月
八
日
於

草
帆
洞

一
人
百
句
放
言
交
席

・
三
月
八
日
於
岸
時
楼

一
人
百
句
放
言
交
席
」

(門

柳
曲
)

と
い
う
よ
う
に
や
や
小
規
模
の
句
会
数
回
分

の
高
判
を
上
梓
す
る
二
通
り

の
や
り
方
が
あ
る
。
以
後
、
淡
々
の
判
に
な
る
高
判
集
は
殆
ん
ど
こ
の
よ
う
な
句

会
を
背
景
と
し
て
生
ま
れ
て
来
る
こ
と
に
な
る
。
羅
人
の

『
花
紅
葉
』
も

「
ひ
と

夜

一
日

一
万
六
千
七
百
韻

・
寛
宴
五
百
韻
」
と
い
う
句
会
を
背
景
に
上
梓
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
よ
う
に
高
判
集
上
梓
を
最
初
か
ら
予
定
し
て
催
さ
れ

る
句
会
で
は
専
ら
百
韻
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
句
会
を
背
景

に
持

つ
高
判
集
が
幾

つ
か
出
版
さ
れ
る
う
ち
に
、
そ
の
盛
行
を
見
越
し
て
句
合
と

し
て
興
行
化
す
る
動
き
が
生
ま
れ
て
来
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た

の
は
紹
簾
門
の
白
羽
で
あ
る
。
そ
の
高
判
集

『
な
に
は
筏
』
に
よ
れ
ば
、

こ
の
句

合
は

「通
り
面
」
と
し
て
白
羽
出
題
の
表
六
句
に
初
裏
以
下
を
付
け
進
め
て
歌
仙

を
成
し
高
点
を
競
う
形
態
の
も
の
で
、
発
起
は
門
下
の
釜
調
、
集
ま
っ
た
歌
仙
は

二
百
巻
と
伝
え
て
い
る
。
因
み
に
、

『
な

に
は
筏
』
に
先
行
す
る
紹
簾
判
の

『
筆

華
領
』
及
び
富
天
判
の

『
二
百
歌
仙
』
も
そ
の
詳
細
な
形
態
は
知
ら
れ
ぬ
も
の
の
、

そ
れ
ぞ
れ
千
歌
仙

・
二
百
歌
仙
高
判
を
う
た
う
と
こ
ろ
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
白
羽

と
同
様
の
興
行
が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
以
降
、
同
じ
よ

う
に
歌
仙
に
よ
る
句
合
興
行
か
ら
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
高
判
集
に

『今
年
竹
』

『
鳴
澤
た
か
ね
』
『四
五
百
の
森
』
『
み
つ
か
な
わ
』
『
三
年
物
』
『誹
譜
花
の
文
』

『
鳥
の
音
』
が
あ
る
。
こ
の
中
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
風
状

の

『
三
年
物
』
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
宝
暦
七
～
九
年
の
月
並
歌
仙
合
の
高
判
披
露
月
刊
摺
り
物
を
合
綴

し
て
序
践
を
添
え

「
三
年
物
」
と
外
題
を
付
し
て
刊
行
し
た
も

の
。
内
容
は
次
の

通

り

で
あ

る
。

①

宝

暦

七

年

風

状

撰

月

並

歌

仙

合

正

月

～

十

二

月

分

の
月

刊

摺

り
物

二

十

九

丁
。

各

月

一
～

四

丁

宛

。

発

句

題

、

梅

・
燕

・
雛

・
灌

仏

・
田

植

・
夕

立

・
初

嵐

・
新

酒

・
紅

葉

・
火

燵

・
千

鳥

・
雪

。

②

宝

暦

七

も

し

く

は
八

年

風

状

撰

の
月

並

発

句

合

正

月

～

三

月

の
摺

り
物

一
丁
。

各

月

二

題
。

③

宝

暦

七

も

し

く

は

八

年

の
風

状

撰

月

並

歌

仙

合

正

月

～

五

月
分

の
月
刊

摺

り

物

八

丁
。

各

月

一
～

二

丁

宛

。

発

句

題
、

若

松

・
朧

月

・
汲

鮎

・
青

簾

・
百

合

。

④

宝

暦

七

も

し

く

は

八

年

の
月

並

歌

仙

合

正

月

二

月
分

の
摺

り
物

一
丁
。

隆

志

・
宋

屋

撰

。

⑤

宝

暦

八
年

月

並

歌

仙

合

正

月

～

十

二

月
分

の
月
刊

摺

り
物

二
十

丁
。

普

求

・

五
始

・
風

状

・
春

雄

・
夕

静

・
紙

隔

の
六

人
評

、

各

人

ニ

ケ
月

分

を
撰

。

各

月

一
～

四

丁
宛

。

発

句

題

、

柳

・
燕

・
摘

草

・
短

夜

・
水
鶏

・
雲

ノ
峰

・
稲

妻

・
鷹

・
鹿

・
落

葉

・
玉

子

酒

・
氷
。

⑥

宝
暦

九

年

風

状

撰

四

季

歌

仙

合

の
摺

り
物

十

丁
。

二

・
四

・
六

・
八
月

の
四

回
興

行

。

各

回

一
～

三

丁

宛

。

発

句

題
、

柳

・
若

竹

・
花

野

・
千

鳥

。

序
践
に
よ
れ
ば
右

の
う
ち
少
な
く
も
①
⑤
⑥
は
風
状
門
の
遊
雲
舎
張
賦
発
起
に

な
る
も
の
。
そ

の
①
⑤
⑥
に
つ
い
て
は
践
文
の
前
に

一
丁
を
設

け
、
各
月
巻

頭

(最
高
点
)
の
位
を
得
て
そ
の
褒
賞
に
風
状
そ
の
他
判
者
の
点
帖
を
得
た
作
者
を

一

覧
表
に
し
て
上
げ
て
い
る
。
因
み
に
、
こ
の
月
並
歌
仙
合
に
見
ら
れ
る
発
句
題
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
題
で
投
句
者
が
発
句
を
詠
ん
で
歌
仙
を
成
す
か
、
あ
る
い

は
そ
の
題
で
風
状
が
詠
ん
だ
発
句
を
立
句
に
投
句
者
が
脇
起
し
歌
仙
を
巻
く
か
の

い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
風
状
は
早
く
か
ら
高
判
集
に
意
欲
を
示
し
、
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宝
暦
二
年
に
は

『今
年
竹
』
を
同
四
年
に
は

『
行
合
田
』
を
刊
行
し
、
同
年
の
歳

旦
帳
に
も

「
酉
年
中
三
百
点
以
上
之
句
」
を
収
録
し
て
い
る
が
、

『
宝
暦
六
年
除

元
集
』
に
至
る
と

「
亥
年
中
/
三
百
五
十
点
以
上
之
句
/
但
寄
仙
合
之
高
判

ハ
別

一二

集
出
来
」
と
し
て

「
寄
仙
合
」
の
語
が
出
て
来
る
。
こ
の
歌
仙
合
高
判
の

一

集
は
お
そ
ら
く

『
み
つ
か
な
わ
』
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
が
、

『
み
つ
か
な
わ
』
は

神
祇

・
釈
教

・
恋
の
歌
仙
三
百
余
巻
を
集

め
て
判
を
し
た
不
定
期
の
句
合
興
行
で

月
並
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
不
定
期
な
句
合
を
月
並
興
行
化
し
た
の
が

『
三
年

物
』

に
見
ら
れ
る
月
並
歌
仙
合
で
あ

っ
た
。

こ
の
風
状

の
月
並
歌
仙
合
は
そ
の
後

も

「
高
判
之
句
/
卯
十

一
月
汐
辰
十
二
月
中
之
分
/
但
月
次
寄
仙
合
之
高
判

ハ
前

一二

集

へ
入
」
(宝
暦
+

一
年
除
元
集
)
「高

判
之
句
/
巳
十
二
月
汐
午
十

一
月
中
迄

之
分
/
但
月
次
歌
仙
合
井
芦
丸
屋
文
庫
入
加
之
句

ハ
別

一二

集
出
来
」
(宝
暦
+
三

年
除
元
集
)
「
高
判
之
句
/
午
十
二
月
よ
り
未

十

一
月
中
之
分
/
但
月
次
歌
仙
合
発

句
合
等
之
分

ハ
別
に

一
集
出
来
」

(甲
申
除
元
集
)
と
い
う
歳
旦
帳
の
記
事
が
伝
え

る
よ
う
に
、
風
状
の
没
す
る
前
年
ま
で
続

け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
右
の

宝
暦
四
年
以
来
風
状
の
歳
旦
帳
に
収
録
さ
れ
る
高
判
は
歌
仙
合

・
月
並
歌
仙
合
と

区
別
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
前
年
中

に
風
状
の
許

へ
寄
せ
ら
れ
た
巻

々
か

ら
の
抜
葦
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
風
状

の

『
三
年
物
』
の
よ
う
に
歌
仙
合

な
ど
に
ょ
る
月
並
句
合
興
行
を
背
景
に
持

つ
高
判
集
は
他
に
例
を
見
な
い
。
享
保

十

一
年

の

『
春
秋
関
』
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
享
保
末
か
ら
寛
保
に
か
け
て
句
会

を
背
景
に
流
行
の
き
ざ
し
を
見
せ
た
高
判
集
は
、
延
享

・
寛
延
年
間
に
入
る
と
興

行
と
し
て
の
句
合
に
支
え
ら
れ
て
ま
す
ま
す
盛
行
に
向
か
い
、
宝
暦
年
間
に
最
盛

期
を
迎
え
て
、
つ
い
に
は
月
並
歌
仙
合
を
生
み
出
す
に
至

っ
て
い
る
。

さ
て
そ
こ
で

『
古
百
倍
前
集
』
に
立
ち
戻

っ
て
み
よ
う
。
こ
の
書
は
五
始
自
ら

が
序
文
に

「
都
鄙
の
巻

々
秀
喩
其
数
を
知
ら
ず
」
と
述
べ
る
如
く
、
五
始

の
許

へ

そ
れ
ま
で
に
諸
国
か
ら
点
を
乞
う
て
来
た
巻
々
か
ら
抜
葦
し
た
高
判
に
よ
っ
て
成

り
立
つ
。
従

っ
て
そ
の
成
立
事
情
は

『
春
秋
関
』
と
全
く
同
じ
で
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
。

『古
百
倍
前
集
』
に

一
切
作
者
名
を
示
さ
ず
所
書
き
の
み
を
記
し
て
い
る

の
も
、

『春
秋
関
』
で

「
年
来
点
を
乞
の
国

々
こ
れ
あ
れ
バ
則
其
所
を
左
に
出
。

尤
句

々
此
中

に
有
べ
け
れ
ど
も
作
者
を
し
ら
ず
。
京
師
の
知
れ
た
る

ハ
粗
其
名
を

出

ス
」
と
し
て
京
以
外
の
諸
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
巻

々
よ
り
抜
葦
の
高
判
に

一
切

作
者
名
を
示
さ
な
い
の
と
同
じ
で
、
も
と
も
と
高
判
集
の
上
梓
を
前
提
に
し
て
判

を
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
か
に
成
立
事
情
が
同
じ
で
あ
る
と
は

言
え
二
書

の
史
的
な
意
義
は
自
ら
異
な
る
。

『春
秋
関
』
が
高
判
集
流
行
の
呼
び

水
と
な
っ
た
の
に
対
し
、

『
古
百
倍
前
集
』
は
高
判
集
の
最
盛
期
に
、
し
か
も
特

に
句
会
を
催
し
た
り
句
合
を
興
行
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
書
き
留
め
か
ら
高
判
を

拾
う
と
い
う
最
も
安
直
な
形
で
高
判
集
流
行

の
時
流
に
乗

っ
て
上
梓
さ
れ
た
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
因
み
に
記
せ
ぽ
、

『春
秋
関
』
は
別
と
し
て
、

『古
百
倍
前

集
』
と
同
様
の
成
立
事
情
か
ら
編
ま
れ
た
高
判
集
は
は
っ
き
り
分
か
っ
て
い
る
範

囲
で
は

『
つ
き
あ
か
り
』

『俳
譜
四
隣
集
』

の
二
点
の
み
で
、
そ
の
数
は
極
め
て

少
な
い
。
で
は
、
か
よ
う
に
高
判
集

の
流
行

に
乗
じ

『古
百
倍
前
集
』
を
安
直
な

形
で
出
版
す
る
こ
と
は
果
た
し
て
五
始

の
意
に
叶
う
も

の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

五
始
は

『
古
百
倍
前
集
』
の
序
文
に

「
い
ま
だ
高
判
の
集
編
せ
ざ
る
は
後
世
を
恐

る
玉
も
の
ぞ
」
と
、
当
時
の
京
宗
匠
と
し
て
高
判
集
を
そ
れ
ま
で
出
し
て
い
な
い

こ
と
に
大
層
言
訳
が
ま
し
い
弁
明
を
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
注
意
さ
れ
る
の

は
こ
の
書
が

「書
林
橘
枝
堂
」

の

「梓
行
せ
ん
」
と
い
う

「
や
ミ
が
た
き
す
玉
め

に
応
じ
て
」
出
版
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
高
判
集
は

『春
秋

関
』
に
継
ぐ

『万
国
燕
』
に
既
に

コ

日
交
席
之
高
判
数
百
句
、
是
を
彫
り
是
を

以
て
都
鄙
に
し
ら
し
め
ん
こ
と
を
板
者
頻
り
に
乞
ふ
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
早
く

か
ら
書
舜
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
面
が
あ
る
。
同
様
に
書
躍
の
強
い
要
請
に

よ

っ
て
出
版
し
た
こ
と
を
断
わ
る
高
判
集
に

『
門
柳
曲
』
『花
紅
葉
』
『二
百
歌
仙
』

『
鳥
の
花
』

『
ひ
ろ
は
と
り
』

『高
判
萬
句
集
初
編
』

『
今
年
竹
』
そ
れ
に

『古
百

倍
前
集
』
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
書
躍
と
し
て
大
坂
坂
口
太
兵
衛

・
同
丹
波
屋
伝
兵
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奈

衛

・
京
藤
屋
忠
兵
衛

・
同
野
田
藤
八
が
上
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
丹
波
屋
は

「清
得

舎
初
老
の
は
じ
め
書
躍
分
外

(丹
波
屋
の
こ
と
)
歌
仙
二
百
を
集
て
な
げ
込
」
(二
百

歌
仙
)

と
い
う
如
く
、
句
合
の
発
企
人
も

し
く
は
世
話
人
ま
で
も
す
す
ん
で
つ
と

め
、
高
判
集
上
梓
に
極
め
て
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
も
と
よ
り

高
判
集
が
良
く
売
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
特
に
そ
の
最
盛
期
の
宝
暦
年
間
に
は
、

成
立
の
背
景
を
問
わ
ず
高
判
集
と
し
て
形
式
さ
え
整

っ
て
い
れ
ば
売
れ
た
と
い
う

よ
う
な
事
情
も
推
測
さ
れ
る
。
橘
枝
堂
野

田
藤
八
が
そ
れ
ま
で
高
判
集
を
出
し
て

い
な
い
五
始
に
注
目
し
、
五
始
と
し
て
も
未
だ
高
判
集
を
編
ん
で
い
な
い
う
し
ろ

め
た
さ
か
ら
極
め
て
安
直
な
や
り
方
で
編
集
を
し
た
と
い
う

の
が

『古

百

倍
前

集
』
出
版

の
実
情
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
五
始
は

『古
百
倍
前
集
』
奥
書
で
は

歌
仙
初
裏
合
興
行
に

一
担
は
意
欲
を
示
し
、
ま
た
風
状
興
行

の
月
並
歌
仙
合
に
も

判
者
と
し
て
加
わ
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
結
局
は
高
判
集

の
出
版
と
そ
れ
を
前
提

と
し
た
句
会
及
び
句
合

の
興
行
に
は
積
極
的
に
は
取
り
組
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
五
始

の
在
り
方
は
、
高
判
集
上
梓
を
前
提
と
し
た
句
合
興
行

の
波
に

い
ち
早
く
乗

っ
て
月
並
歌
仙
合
ま
で
営
な
ん
だ
同
門
風
状
と
極
め
て
好
対
照
を
な

し
て
い
る
。
な
お
、

『古
百
倍
前
集
』
以
後

も
五
始
の
高
判
は
明
和
九
年
及
び
安

永
四
年

『
除
元
吟
』
に
各

々

「卯
之
年
高

判
」

「
午
年
高
判
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

前
年
分
若
干
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
前
引

の
風
状
歳
旦
帳
の
例
か
ら
考
え
る
と
、

こ
れ
も
年
間
を
通
じ
て
点
を
乞
う
て
来
た
巻

々
の
高
判
で
特
に
背
景
に
句
合
興
行

が
あ
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

二
、
奉
納
四
季
発
句
秀
吟
集

こ
の
章
で
は
五
始
の
奉
納
発
句
合
を
取

り
上
げ
る
が
、
そ
の
前
に
標
題
と
し
た

奉
納
四
季
発
句
秀
吟
集
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
詳
し
く
は
拙
稿

「中
興
期
上
方
の
奉
納
四
季
発
句
秀
吟
集
」

(奈
良
大
学
紀
要
十

一
号
)
を
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
れ
は
要
す
る
に
奉
納
発
句
合

の
秀
吟
披
露
の
冊
子
で
あ
る
。

そ
の
奉
納
発
句
合
の
興
行
形
態
は
諸
社
寺
へ
の
奉
納
を
名
目
と
し
て
四
季
自
由
題

に
よ
る
発
句
を
募
り
、
少
な
い
時
で
も
千
多
い
時
に
は
六
万
以
上
の
寄
句
を
集
め

て
、
そ
れ
を
千
句
単
位
の
巻
に
分
け
各
巻
五
十
章
の
秀
吟
を
選
び
、
通
常
の
俳
書

と
替
わ
ら
ぬ
半
紙
本
に
仕
立
て
て
披
露
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
秀
吟
披
露

の
冊
子
は
そ
の
性
格
か
ら
奉
納
四
季
発
句
秀
吟
集
と
呼
ぶ
の
が
適
当
で
あ
る
こ
と

前
記
拙
稿
中
に
述
べ
た
が
、

一
応
支
持
は
得
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
こ
の
稿
で

も
そ
の
呼
称
を
用
い
、
か

つ
前
稿
に
倣

っ
て
便
宜
上
秀
吟
集
と
略
称
す
る
。
こ
の

よ
う
な
興
行
形
態

の
奉
納
発
句
合
及
び
秀
吟
集
の
板
行
は
寛
保
初
年
頃
浪
花
の
五

流
斎
布
門
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
延
享
か
ら
宝
暦
に
か
け
て
彼
と
そ
の

一
門
の
間

で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
あ
と
大
坂
に
広
ま
り
、
や
が
て
安
永
に
入
っ
て
京
都
で
も

囎
山
を
中
心
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
天
明

・
寛
政
年
間
に
そ
の
最
盛
期
を

迎
え
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
五
始
の
関
与
し
た
二
つ
の
秀
吟
集

『
一
万
発
句
抜

葦
』

『奉
納
高
判
発
句
』
も
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
に
生
ま
れ
て
来
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
先
行
す
る
布
門
の
秀
吟
集
と
は
形
式
を
や
や
異
に
す
る
。

『
一
万
発
句
抜
葦
』
は
半
紙
本

一
冊
。
羅
人
の
序
文
に

北
野
聖
廟
御
文
庫
に
発
句

一
萬
章
納
め
奉
ら
ん
と
志
願
を
蛮
す
も
の
は
門
生
鳥
車
園
五

始
也
。
中
に
も
秀
た
る
は
絵
馬
に
模
し
て
懸
奉
る
べ
き
と
て
雌
黄
を
需
め
侍
る
。
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、
発
句

一
万
章
北
野
天
満
宮
奉
納
を
名
目
と
し
て
五
始
が
発
起
人

と
な

っ
て
句
を
集
め
、
羅
人
に
選
を
乞
う
て
秀
吟
を
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。
底

本
に
は
刊
記
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
明
和
七
年
書
の

『
菊
か
さ
ね
』
五
始
蹟
文
に

「
往
時
ふ
た
め
ぐ
り
前
の
子
の
と
し
師
評

一
万
発
句
を
催
し
遠
つ
国
々
よ
り
集
れ

る
に
点
を
受
、
高
判

一
万
抜
葦
に
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
刊
行
は

少
し
遅
れ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
発
句
合
興
行
は
延
享
元
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
知

ら
れ
る
。
ま
た
、
底
本
は
後
補
題
簸
に

二

万
発
句
抜
書
」
と
墨
書
き
し
て
あ
る

が
、
羅
人
の
高
判
集

『
花
紅
葉
』
の
後
摺
本
巻
末
に
添
え
る
橘
枝
堂
野
田
藤
八
の

広
告
に

「
握
墨

・
福

一
満

・
雲

の
浜
」
な
ど
五
始
の
著
書
に
並
べ
て

二

万
発
句
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抜
葦

羅
人
選

一
冊
L
と
あ
り
、
こ
れ
が
元

の
書
名
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
因
み

に
記
せ
ば
、
延
享
元
年
は
五
始
立
机

の
前
年

に
あ
た
る
。
前
引

『
菊
か
さ
ね
』
践

文
に
五
始
は
続
け
て

「そ
れ
よ
り
我
道
ひ
ら
け
握
墨

・
雲
の
浜

・
古
百
倍

・
福

一

満

・
裸
噺
等
の
愚
編
も
出
せ
り
」
と
述
べ
、

ま
た

『
裸
噺
』
に
は

「
は
い
か
い
若

年
よ
り
御
射
山
の
風
を
扇
ぎ
几
下
に
入
て
月

々
巻

に
雌
黄
を
需
む
。
終
に
は
洛
に

う

つ
り
て
昼
夜
に
仕

へ
、
は
じ
め
て
師
評

の

一
万
発
句
を
寄
せ
て
高
判
抜
葦
集
に

見
え
た
り
。
そ
れ
よ
り
慈
杖
を
う
け
て
判
者

の
数
に
入
侍
る
」
と
回
想
し
て
い
る

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の

『
一
万
発
句
抜
葦
』

の
発
企
を
つ
と
め
る
こ
と
が
翌

年
宗
匠
と
し
て
立
机
す
る
た
め
の
階
梯
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、

『
一
万
発
句
抜
葦
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
北
野
天
満
宮
奉
納
発
句
合

の
興
行
形
態
に
つ
い
て
は
五
始
の
践
文
に
詳

し
い
。

か
し
こ
く
も
人
知
る
北
野
の
書
庫
新
に
い
と
な
み
給
ふ
に
ぞ
、
心
を
等
く
す
る
道
の
は

ら
か
ら
四
季
発
句
納
め
て
ん
と
、
起
願
の
日
よ
り
遠
つ
国
ま
で
章
を
飛
し
是
を
告
る
に

…
…
日
あ
ら
ず
し
て
十
千
句
に
満
け
る
…
…
既
に
老
師
の
判
を
乞
ふ
に
、
う
ら
や
む
べ

し
伊
勢
清
水
の
石
丈
こ
そ
巻
頭
の
句
を
得
ら
れ
た
り
。
巻
を
十
に
わ
か
ち
ぬ
れ
ば
、
秋

田
能
代
桂
渚

・
有
馬
山
口
魚
千

・
讃
州
高
松
山
椀

・
秋
田
久
保
田
紅
山
・
讃
州
白
鳥
町

秀
実

・
花
洛
金
桃
・
秋
田
湊
和
人

・
讃
州
高
松
青
夫

・
勢
州
津
野
田
尚
志
、
握
掌
か
く

の
ご
と
し
。

一
萬
句
の
か
み
二
十
九
句
は
、
絵
馬
に
顕
し
て
風
骨
を
世
に
も
知
ら
せ
侍

る
・:
…

右
践
文
に
よ
れ
ば
、

こ
の
発
句
合
は
北
野
天
満
宮
奉
納
を
名
目
と
し
て
四
季
の

発
句
を
募
り
、
寄
句

一
万
を
千
句
つ

つ
十
巻

に
分
け
て
撰
を
し
て
い
る
。
石
丈
以

下
十
名

の
作
者
は
各
巻
の
最
高
点
を
得
た
人
達
で
、

「握
掌
」
と
は
要
す
る
に
褒

賞
と
し
て
各
巻

の
点
帖
を
手
に
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
石
丈
の
み
が
特
別
扱
い

さ
れ
て
い
る
の
は
、

彼
が
所
謂
惣
巻
頭

(+
巻
の
中
で
の
最
高
点
)
を
得
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
、
撰
の
済
ん
だ
後
に
高
点

の
二
十
九
章
を
絵
馬
と
し
て
掲
げ
、
そ

れ
を
も
含
め
た
秀
吟
を

『
一
万
発
句
抜
葦
』

と
題
し
て
上
梓
し
て
い
る
。
こ
の
興

行
形
態
は
浪
花
布
門
の
奉
納
発
句
合
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
布
門
の
秀
吟
集
の
嗜

矢
は
寛
保
元
年
刊

『
松
葉
蕎
』
で
五
始
発
企
の
奉
納
発
句
合
興
行
よ
り
三
年
前
に

な
る
。
五
始
が
奉
納
発
句
合
を
企
画
す
る
に
際
し
、
布
門
の
そ
れ
の
興
行
形
態
を

ま
ね
た
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
秀
吟
集
の
形
式
は
布
門
の

も
の
と
は
形
式
を
や
や
異
に
す
る
。
布
門
の
秀
吟
集
は
各
巻
か
ら
選
ん
だ
五
十
章

の
秀
吟
を
巻
別
に
巻
頭
の
句
か
ら
高
点
順
に
配
列
す
る
形
式
を
採
る
。
そ
れ
に
対

し
、

『
一
万
発
句
抜
葦
』
は
三
十
八
点
之
部

・
五
十
点
之
部

・
七
十
点
之
部

・
八

十
五
点
之
部

・
百
点
之
部

・
百
点

二
加
印
之
分

(百
五
点

・
百
+
点
.
百
+
五
点
)
・

百
二
十
点
之
部

・
百
二
十
五
点
之
部

・
百
三
十
点
之
部

・
百
三
十
五
点
之
部

・
百

五
十
点

・
百
六
十
点

・
百
七
十
点

・
百
八
十
点

・
百
八
十
五
点

・
二
百
点

・
二
百

三
十
点
と
い
う
よ
う
に
秀
吟
を
点
数
別
に
分
け
て
、
点
の
低
い
も
の
か
ら
順
に
句

を
並
べ
て
い
る
。
布
門
秀
吟
集
の
方
法
は
、
句
が
集
ま
り
次
第
に
千
句
つ

つ
ま
と

め
て

一
巻
と
し
順
次
撰
を
し
て
板
下
を
整
え
て
い
く
と
い
う
、
万

・
二
万
と
い
う

多
く
の
寄
句
を
効
率
的
に
捌
く
た
め
の
極
め
て
現
実
的
な
や
り
方
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
が
、
五
始
の
場
合
、
寄
句
を
千
句
つ

つ
分
け
て
撰
を
す
る
方
法
は
そ
れ

に
倣
い
な
が
ら
、
寄
句
す
べ
て
の
撰
が
終
わ
る
の
を
待
ち
改
め
て
秀
吟
を
点
数
別

に
並
べ
直
す
と
い
う
大
層
面
倒
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
ま
で
し
て

五
始
が
点
数
別

・
低
点
順
と
い
う
配
列
に
こ
だ
わ

っ
た
の
は
何
故
か
。
そ
れ
に
つ

い
て
考
え
併
す
べ
き
は
、
延
享
元
年
当
時
既
に
流
行
の
き
ざ
し
を
見
せ
初
め
て
い

た
高
判
集
の
配
列
法
で
あ
ろ
う
。

『
一
万
発
句
抜
葦
』
の
板
元

は
前

引

『
花
紅

葉
』
後
摺
本
巻
末
広
告
よ
り
察
す
る
に
橘
枝
堂
野
田
藤
八
で
、
京
書
躍
の
手
に
よ

る
出
版
で
あ
る
。
振
り
返
っ
て
延
享
以
前
に
出
版
さ
れ
た
高
判
集
を
見
て
み
る
と
、

『
万
国
燕
』
が
江
戸

・
大
坂

・
京
三
書
蜂
の
、

『
か
は
つ
の
海
』
が
大
坂

・
京
三

書
疑
の
相
板
で
、

『
花
紅
葉
』
は
京
藤
屋
忠
兵
衛
の
単
独
板
と
な
っ
て
い
る
。
従

っ
て
、
高
判
集

の
点
数
別

・
低
点
順
と
い
う
配
列
法
は
、
延
享
元
年
当
初
京
の
作

者
た
ち
に
既
に
馴
染
の
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
延
享
以
前

に
出
版
さ
れ
た
秀
吟
集
は
布
門
の

『
松
葉
巷
』

一
点
の
み
、
し
か
も
こ
れ
は
大
坂
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の
書
疑
か
ら
出
た
も
の
で
あ

っ
た
。
五
始
は
奉
納
発
句
合
を
発
企
す
る
に
際
し
そ

の
興
行
形
態
は
浪
花
布
門

の
先
例
に
倣
っ
た
も
の
の
、
秀
吟
集
の
形
式
は
京

の
作

者
に
馴
染
の
な
い
布
門
の
や
り
方
を
採
ら
ず
、
当
時
流
行
の
き
ざ
し
を
見
せ
つ
つ

あ

っ
た
高
判
集
の
そ
れ
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
念
の
為
に
確
認
し
て
お
け

ぽ
、

『
一
万
発
句
抜
葦
』
に
収
録
さ
れ
る
秀
吟
は
そ
の
内
容
に
徴
す
る
に
、
題
は

特
に
指
定
さ
れ
ず
四
季
自
由
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
中
に
処

々

「鳥
羽
画

・
三
番
嬰

・
傾
城

・
寄
魚
恋

・
寄
鼓
祝

・
若
衆

・
松

ノ
タ
暮

.
男

ノ

訣

・
鳥
井
」
と
い
う
頭
書
を
付
し
た
句
が
見
え
、
こ
れ
は
各
題
に
四
季
を
結
ぶ
趣

向
の
も
の
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

こ
の
よ
う
な
趣
向
の
題
は
布
門
の
秀
吟
集
に
は
見

当
ら
な
い
。
ま
た
、
入
選
作
者

の
肩
書
を
拾

っ
て
み
る
と
、
こ
の
句
合

の
作
者
圏

は
出
羽

・
伊
勢

・
讃
岐

・
京
を
中
心
に
東
は
陸
奥
か
ら
西
は
豊
前

.
豊
後

.
日
向

ま
で
三
十
八
箇
国
に
及
ぶ
。
布
門
の

『
松
葉
巷
』
ば

大
坂

・
摂
津
を
中
心
に
計
十

三
箇
国
。

『
松
葉
蕎
』
収
録
秀
吟
数
は

一
万
二
千
の
う
ち
六
百
章
、

『
一
万
発
句

抜
葦
』
が

一
万
の
う
ち
八
百
七
章
と
、
秀
吟
と
し
て
披
露
さ
れ
る
割
合
が
や
や
高

い
こ
と
を
割
引
い
て
も
、
興
行

の
規
模
と
し

て
は
何
ら
遜
色
は
な
い
。

五
始
の
も
う

一
つ
の
秀
吟
集
は

『
奉
納
高
判
発
句
』
で
半
紙
本

一
冊
、
天
明
二

…
年
平
安
書
躍
野
田
藤
八
郎
刊
。

こ
れ
は
安
永
三
年
伊
勢
斎
宮
の
絵
馬
堂
に
奉
納
す

べ
く

一
万

一
千
の
寄
句
を
得
て
、
四
十
五
点
以
上
百
七
十
点
ま
で
の
秀
吟
魏
章
を

披
露
し
た
も
の
で
、
五
始
没
後

に
こ
の
発
句
合
の
発
起
人
で
あ
る
伊
勢
相
可

の
凡

鳥
が
上
梓
し
て
い
る
。

『
一
万
発
句
抜
葦
』

に
あ

っ
た
趣
向
の
題

の
替
り
に
笛
川

・
有
明
池

・
祓
川

・
惜
井
と
い
っ
た
伊
勢
の
地
名
詠
み
込
み
の
題
が
見
え
る
他
は
、

発
句
合
の
興
行
形
態

・
秀
吟
集
の
形
式
も
先

の

『
一
万
発
句
抜
葦
』
に
全
く
同
じ

で
あ
る
。
た
だ
し
、
作
者
圏
は
伊
勢

・
浪
花
を
中
心
に
計
十
四
箇
国
と
興
行

の
範

囲
は
か
な
り
限
ら
れ
て
来
て
い
る
。
な
お
、

『
奉
納
高
判
発
句
』
及
び
安
永
四
年

『除
元
吟
』
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
斎
宮
絵
馬
堂
奉
納
発
句
合
が
無
事
終
了
し
た
礼
謝

と
し
て
、
神
舐

の
題
で
四
季
発
句

一
千
を
募
り
五
始
が
点
料
を
取
ら
ず
に
撰
を
行

な
い
投
句
料
を
絵
馬
堂
再
興
に
あ
て
る
と
い
う
催
し
が
、
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
伊

与
川
之
江
正
八
幡
宮

一
万
句
奉
納
集

・
大
坂
住
吉
大
明
神
奉
納
発
句

一
万
吟
集
の

催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
同
年
九
月
に
五
始
が
没
し
た
た

め
こ
れ
ら
の
企
画
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
五
始
の
秀
吟
集
は
そ
の
立
机
の
前
年
延
享
元
年
に
興
行
し
た

北
野
天
満
宮
奉
納
発
句
合
の
秀
吟
を
収
め
る

『
一
万
発
句
抜
葦
』
と
、
安
永
三
年

興
行
の
伊
勢
斎
宮
絵
馬
堂
奉
納
発
句
合
の
秀
吟
を
収
め
る

『
奉
納
高
判
発
句
』
の

二
点
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
三
十
年
の
間
に
五
始
が
他
に
奉
納
発
句
合
を
興

行
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
先
に
も
見
た
よ
う
に
安
永
三
年
か
ら

四
年
に
か
け
て
五
始
は
奉
納
発
句
合
の
興
行
及
び
秀
吟
集
上
梓
に
極
め
て
強
い
意

欲
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
大
坂
に
お
け
る

布
門

一
派
に
よ
る
秀
吟
集
の
流
行
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
安
永
三
年

の
段

階

で
は

『
一
万
発
句
抜
葦
』
を
除
い
て
京
の
宗
匠
に
よ
る
秀
吟
集
は
未
だ
出
版
さ
れ
て
い

な
い
。
五
始
は
大
坂
に
お
け
る
秀
吟
集
の
流
行
に
目
を

つ
け
そ
れ
を
い
ち
早
く
京

へ
も
導
入
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
秀
吟
集
の
形
式
と
し
て
は

先
の

『
一
万
発
句
抜
葦
』
と
同
じ
く
、
京
の
作
者
に
馴
染
の
深
い
高
判
集
の
形
式

を
再
び
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
永
四
年
秋
に
五
始
は
没
し
、

『
奉
納

高
判
発
句
』
も
天
明
二
年
ま
で
刊
行
さ
れ
る
る
こ
と
な
く
、
そ
の
影
響
す
る
と
こ

ろ
は
大
き
く
は
な
か
っ
た
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
寛
保
か
ら
文
政
末
ま
で
管
見
に

入
っ
た
秀
吟
集
は
五
十
有
余
点
、
そ
の
う
ち
五
始
の
も
の
と
同
様
に
高
判
集
の
形

式
に
倣
う
も
の
は
次
の
二
点
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の

一
つ
は
明
和
九
年
序

『
誹
譜
百

人

一
句
』
で
、
半
紙
本

一
冊
、
大
坂
丹
波
屋
伝
兵
衛
刊
。
富
天
門

一
交
舎
草
秀
の

流
れ
を
汲
む
淡
州
須
本
櫨
文
が
四
季
発
句
を
百
名
の
好
士
に

一
人
十
章
つ
つ
計
千

詠
を
求
め
、
浪
花
に
移
り
住
ん
た
草
秀
に
判
を
乞
う
た
も
の
。
序

文

に
続

い
て

コ

交
舎
印
譜
」
を
掲
げ
、
以
下
作
者

一
人
に
つ
き
秀
吟

一
章
を
点
印
別

・
高
点

順
に
配
列
す
る
。
巻
頭
に
印
譜
を
上
げ
点
印
別
に
秀
吟
を
配
列
す
る
と
こ
ろ
は
高
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判
集
に
、
ま
た
高
点
順
の
配
列
は
布
門
の
秀
吟
集
に
倣

っ
て
い
る
。
い
ま

一
つ
は

安
永
四
年
奥

『
か
め
の
せ
』
で
、
半
紙
本

一
冊
、
版
元
不
明
。
こ
れ
は
摂
津
兵
庫

の
水
翁
ら
四
名
が
発
企
し
て

一
万
二
千
余

の
発
句
を
集
め
、
こ
れ
を
十
巻
に
分
け

て
京
の
囎
山
に
選
を
乞
う
て
各
巻
巻
首

(最
高
点
)
の
十
章
を
浪
花
天
満
宮
及
び
摂

津
生
田
神
社
に
奉
額
し
、
そ
れ
を
も
含
め
た
秀
吟
五
百
章
を
上
梓
し
た
も
の
。
や

は
り
序
文
に
続
い
て
槍
浪
居

(嚥
山
)
の
印
譜

を
上
げ
、
以
下
点
印
別
に
点
の
低
い

も

の
か
ら
秀
吟
を
並
べ
る
。

『誹
諾
百
人

一
句
』
は
と
も
か
く
と
し
て
、
囎
山
の

『
か
め
の
せ
』
が
五
始
秀
吟
集
の
影
響
下

に
成
る
も
の
か
ど
う
か
明
確
な
決
め
手

は
な
い
。
し
か
し
、
秀
吟
集
を
上
梓
す
る
に
際
し
、
京

の
作
者
に
馴
染
の
な
い
布

門
の
秀
吟
集
の
形
式
を
避
け
て
高
判
集
の
そ
れ
を
採

っ
た
と
い
う
点
で
は
五
始
の

場
合
と
意
識
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
が
、
そ
の
囎
山
も
次
の
秀
吟
集
安

永
六
年

『辛
崎
布
留
奉
納
集
』
で
は
高
判
集

に
倣

っ
た
点
印
別

・
低
点
順
と
い
う

形
式
を
捨
て
、
布
門
秀
吟
集
を
ま
ね
た
配
列
を
採
用
し
、
以
後
そ
れ
は
変
わ
る
こ

と
が
な
い
。
安
永
年
間
に
入
っ
て
急
速
に
下
火
に
な

っ
て
行
く
高
判
集
と
共
に
、

そ
れ
に
倣

っ
た
形
式

の
秀
吟
集
も
わ
ず
か
な
例
を
残
し
た
の
み
で
、
や
が
て
は
人

々
の
間
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
結
局
は
京
に
根
付

く
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

三
、
月
並
発
句
高
判
集

最
後

に
五
始
が
最
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
月
並
発
句
合
を
取
り
上
げ
る
こ
と

に
す
る
。
五
始
の
月
並
発
句
高
判
集
は

『子
年
発
句
高
判
集
』

(丑
の
と
し
自
省
翁

序
、
鳥
車
園
執
筆
奥
)

『
丑
年
発
句
高
判
集
』

(寅
之
仲
夏
日
鳥
車
園
序
、
鳥
車
園
執
筆

奥
、
京
平
野
屋
善
兵
衛
刊
)
『
昭
和
寅
年
発
句
高
判
集
』

(卯
初
秋
自
省
翁
序
、
春
要
斎

執
筆
奥
)
の
三
点
が
残
る
。

い
ず
れ
も
半
紙
本

一
冊
。

こ
の
三
点
は

一
見
子

・
丑

・
寅
と
三
年
連
続
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

『
明

和
寅
年
発
句
高
判
集
』
は
明
和
七
庚
寅
年
の
選
句
を
翌
八
辛
卯
年
に
出
版
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
子

・
丑
年
の
二
点
に
は
年
代
を
記
さ
な
い
。

し
か
し
、

『
子
年
高
判
集
』
巻
末
に

「誹
譜
裸
噺

鳥
車
園
撰

近
日
出
来
」
と

広
告
が
あ
り
、

『
裸
噺
』
の
刊
年
を
手
が
か
り
と
し
て
こ
の
子
年
は
宝
暦
六
丙
子

年
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、

『
丑
年
発
句
高
判
集
』
は

『
子
年
発
句
高

判
集
』
序
文
と
の
対
応
及
び
内
容
的
な
関
連
か
ら
翌
宝
暦
七
丁
丑
年
の
も
の
と
知

ら
れ
る
。

ま
ず
子
年

の
も
の
を
例
に
と

っ
て
五
始
の
発
句
高
判
集
の
形
式
を
見
て
み
よ
う
。

『子
年
発
句
高
判
集
』
は
最
初
に
五
始
の
序
文
を
置
い
て
、
以
下
選
句
を
四
季
混

雑
で

「油
華
卜

辰

三
十
八
点
之
分
」

「油
華
卜

珍
珍
珍

四
十

五
点
之

分
」

「来
禽
花

五
十
点
之
分
」
と
い
う
よ
う
に
点
印
点
数
別
に
分
け
低
点
順
に

並
べ
、
巻
末
に
奥
書
を
添
え
る
と
い
う
形
式
を
持
っ
て
い
る
。
但
し
、
点
印
は
印

文
で
は
な
く
原
黙
を
模
刻
し
て
そ
れ
を
掲
げ
る
。

こ
の
子
年
に
使
用
さ
れ
て
い
る

点
印
は
宝
暦
五
年

『古
百
倍
前
集
』
収
録
の
印
譜
に
見
え
る
も

の
と
ほ
ぼ

一
致
す

る
。
選
句
を
点
印
点
数
別
に
配
列
す
る
際
に
原
黙
を
模
刻
し
て
点
数
と
共
に
示
す

や
り
方
は
、

一
章
に
も
触
れ
た
よ
う
に
宝
暦
四
年
の
高
判
集

『琶
の
上
』
に
既
に

見
ら
れ
た
。
五
始
の
月
並
発
句
高
判
集

の
形
式
が
そ
の
秀
吟
集
と
同
様
に
高
判
集

に
倣
っ
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
強
調
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
丑
年

・
明
和
寅
年

の
発
句
高
判
集
の
形
式
も
子
年
の
そ
れ
に
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
丑
年
の
も
の
に

な
る
と
点
印
は
す
べ
て
趣
を
新
た
に
し
そ
れ
が
明
和
寅
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、

こ
の

一
連
の
月
並
発
句
合
の
成
り
立
ち
及
び
興
行
形
態
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は

『
子
年
発
句
高
判
集
』
の
序
文
と
奥
書
き
に
詳
し
い
。

。
去
年
の
春
よ
り
伊
勢

一
唯

・
南
汀

・
蘭
皐

・
楚
流
・
呉
夕
、
若
狭
の
甫
人
、
京
五
赤
の

催
さ
る
＼
月
並
十
題
国
ぐ
に
満
て
、
追
ぐ
几
上
に
積
れ
る
数
章
よ
り
芳
吟
を
拾
ひ
梓
行

に
及
び
ぬ
。
三
十
八
点
は
作
者
あ
ま
た
な
れ
ど
も
、
か
ぎ
り
な
け
れ
ば
一
人
一
句
を
出

し
て
、

一
集
既
に
丑
の
と
し
ひ
ろ
む
る
事
を

自
省
翁
云

。
発
句
秀
逸
悉
板
行
致
候
得
共
、
数
度
書
写
之
内
書
誤
又
点
之
留
違
可
有
之
哉
。
御
句
主

み
為
御
知
可
被
下
候
。
早
ζ
相
改
可
申
候
。
若
四
十
五
点
以
上
之
句
此
集
二
洩
ぐ
義
も

有
之
バ
当
丑
ノ
集
へ
加
入
可
申
候
。

鳥
車
園
執
筆
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こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
月
並
発
句
合
は
伊
勢

・
若
狭

・
京
の
七
名
が
発
企
し
て

宝
暦
六
子
年
の
春
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ
と
、
興
行
形
態
と
し
て
は
毎
月
十
題
を
出

し
、
入
選
句
の
う
ち
三
十
八
点
は

一
人

一
句

の
み
を
四
十
五
点
以
上
は
そ
の
す
べ

て
を
翌
年
に

一
年
分
ま
と
め
て
刊
行
し
披
露
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
際
誤
り

が
あ
れ
ば
翌

々
年
の
集
で
訂
正
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ

の
興
行
形
態
も
明
和
寅
年
ま
で
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
五
始
の
月
並
発

句
高
判
集
は
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
三
点
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、

『
明
和
寅
年
発

句
高
判
集
』
に
但
馬
古
道
の
句
を
上
げ
て

「
此
句
丑
高
判
集

二
独
歩
と
あ
り
。
名

違
の
故
今
年
作
者
ヲ
顕
す
」
と
い
う
断
わ
り
書
き
が
見
え
て
お
り
、
明
和
六
丑
年

に
も
月
並
発
句
高
判
集
は
出
版
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同
書
序
文

中
に

「
三
十
八
点
以
上
は

一
人

一
句
四
十
五
点
已
上
、
残
ら
ず
記
す
事
年

々
の
格

に
ま
か
す
」
と
あ

っ
て
、
宝
暦
六
年
に
始
ま

っ
た
五
始
の
月
並
十
題
発
句
合
は
少

な
く
も
明
和
七

・
八
年
頃
ま
で
は
絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
発

句
高

判
集

も

「年

く
」
出
版
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
五
始

の
高
判
集
及
び
秀
吟
集
が
極

め
て
単
発
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
月
並
発
句
合

の
継
続
性
は
そ
の
意
欲
を
示

す
も
の
と
し
て
注
目
し
て
よ
か
ろ
う
。

で
は
、
右

の
よ
う
な
五
始
の
月
並
発
句
合
及
び
発
句
高
判
集
を
同
時
期
の
そ
れ

と
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
五
始
の
発
句
高
判
集
に
先
行
す
る

『金
官
城
』
を
取

り
上
げ
る
。

『
金
官
城
』
は
半
紙
本

一
冊
、
五
尺
庵
吝
倫
編
、
宝
暦
六
年
三
月
自

践
、
京
都
橘
枝
堂
野
田
藤
八
板
行
。
序
文
に
続
い
て
、
巻
頭
に

二

万
二
千
句
合

抜
粋
/
評
五
尺
庵
吝
倫
」
と
記
し
た
あ
と
、

一
丁
か
ら
二
十
三
丁
ま
で
十
二
の
季

題
別
に
句
を
低
点
順
に
並
べ
る
。
丁
付
と
各
部
の
対
応
関
係
は
次
の
通
り
。

桜 蛙 霞

の

部

五 三 〇

オ オ オ

～ ～ ～
六 四 ニ
ウ ウ ウ

早 雪 千 落 鹿 お 雲 田 短

ど

り 峰 植 夜鳥 水

 

梅

七
オ

九

オ
十
オ

十

一
ウ

十

三
オ

十
五

ウ

十

七
ウ

十
九

ウ

～
八
ウ

～
九

ウ

～
十

一
オ

～
十

ニ
ウ

～
十
五
オ

～
十
七
オ

～
十
九
オ

～

二
十

】
オ

二
十

一
ウ
～
二
十
三
オ

霞
～
短
夜
の
部
は
各
二
丁
に
田
植
の
部
は

一
丁
に
収
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

察
す
る
に
、

『
金
官
城
』
は
各
月

一
題
に
ょ
る
月
並
発
句
合
の
月
刊
入
選
句
披
露

摺
り
物
を
合
綴
し
刊
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
雲
蜂

・
お
ど
り
の
部
は
三
丁

に
、
鹿
～
早
梅

の
部
は
十

一
丁
に
わ
た
る
が
、
そ
の
わ
た
り
方
は
た
と
え
ば
雲
蜂

の
部
が
十
丁
表
か
ら
十

一
丁
表
ま
で
、
お
ど
り
の
部
が
十

一
丁
裏
か
ら
十
二
裏
ま

で
と
い
う
よ
う
に
す
べ
て
半
丁
で
区
切
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、

最
初
月
刊
の
摺
り
物
と
し
て
出
さ
れ
た
時
に
は
雲
蜂

・
お
ど
り
の
部
と
も
二
丁
摺

り
で
二
丁
目

の
裏
が
余
白
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を

『金
官
城
』

と
し
て
再
編
す
る
際
に
余
白
を
無
く
し
て
全
体

の
紙
数
を
節
約
す
る
た
め
に
、
板

木
を
半
丁
つ

つ
ず
ら
し
て
摺

っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
鹿
の
部
以
下
が
十

一
丁
に

わ
た
る
の
も
同
様

の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
も
と
は
各
月
二
丁
摺
り
の
月
刊

摺
り
物
で
あ

っ
た
と
見
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
こ
の
発
句
合
は
冒
頭
に
う
た
う
よ

う
に
寄
句
が
通
年
で

一
万
二
千
、
月
割
に
す
れ
ば
千
章
。
選
句
数
は
各
月
13
～
41

と
幅
が
あ
る
が
、
通
年
計
三
百
四
十
六
章
。
作
者
圏
は
京

(46
名
)
伊
勢

(32
名
)
阿

波

(26
名
)
を
中
心
に
二
十
五
箇
国
に
及
び
、
入
選
作
者
は
計
百
六
十
六
名
。

『
金

官
城
』
に
は
宝
暦
六
年
三
月
の
践
文
が
あ
る
の
で
、
発
句
合
の
興
行
は
宝
暦
五
年

の
こ
と
。
吝
倫
の
俳
系
は
不
明
で
あ
る
が
、
京
作
者
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
そ
れ
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に

『
金
官
城
』
が
京
の
書
躍
か
ら
板
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
京
住
の
宗

匠
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

次
に
五
始
の
発
句
高
判
集
と
比
較
す
べ
き
も

の
に
同
門
風
状
の

『
心
葉
』
が
あ

る
。
半
紙
本

一
冊
、
遊
雲
舎
張
賦
編
、
宝
暦
七
年
八
月
京
柳
田
三
郎
兵
衛
刊
。
こ

れ
は
風
状
自
ら
が
践
文
に

門
生
張
賦

一
と
せ
弐
十
四
題
を
出
し
て
都
鄙
の
諸
好
士
の
発
句
を
集
め
、
月
セ
に
両
度

宛
予

に
評
せ
よ
と

い
ふ
…
…
都
合

一
万
ば

か
り

の
開
巻
追
く

に
満
尾
し
け
れ
ば
標
題

を
付
よ
と
也

…
…
心
葉
集
と

申

べ
け
れ
と
風
状

い
ふ

と
述
べ
る
よ
う
に
、
張
賦
が
発
企
し
て
各
月
二
題

(若
菜

・
鶯

・
浬
葉

・
汐
干

・

さ
く
ら

・
更
衣

・
か
き

つ
ば
た

・
ち
ま
き

・
蚊
遣
火

・
祇
園
会

・
土
用
干

・
お
ど

り

・
朝
が
ほ

・
放
生
会

・
案
山
子

・
菊

・
長
夜

・
時
雨

・
炉
開

・
氷

・
鷹
狩

・
と

し
忘

・
衣
配
)
を
出
題
し
、
風
状
が
月
に
二
回
選
を
行
な

っ
て
、
そ
の
都
度
刊
行

し
た
各
回

一
丁
分

の
摺
り
物
計
二
十
四
丁
と
遅
来
の
二
巻
分
二
丁
を
合
綴
し
出
版

し
た
も
の
。
各
回
と
も
選
句
は
高
点
順
に
配
列
し
、
巻
末
に
は
各
回
の
巻
頭
句
に

与
え
ら
れ
た
点
数
を
七
十
五
～
百
五
十
点
の
幅
で
示
し
て
い
る
。
第

一
章
で
も
触

れ
た
よ
う
に
、
張
賦
は
風
状
撰
月
並
歌
仙
合

の
発
企
者
で
も
あ
る
。

『
三
年
物
』

の
蛾
偲
序
文

(宝
暦
九
年
書
)
に

「
風
雲
斎
の
門
に
あ
そ
ぶ
遊
雲
舎
の
ぬ
し
此
道
に

志
ふ
か
く
…
…
二
十
四
題
を
出
し
て
発
句
集
既
に
な
ん
ぬ
」
と
言
う

の
が

こ

の

『
心
葉
』
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
こ
の
風
状

の
発
句
合
興
行
は

『
心

葉
』
の
刊
行
が
宝
暦
七
年
で
あ
る
か
ら
、
宝
暦
六
年
の
こ
と
。
寄
句
は
通
年
で

一

万
余
、
各
回
四
百
か
ら
五
百
程
度
寄
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
選
句
数
は
各
回

13
～
22
と
や
は
り
幅
が
あ
り
、
通
年
で
四
百

六
章
。
作
者
圏
は
京

(32
名
)
伊
勢

・
伊
与

(共
に
20
名
)
を
中
心
に
計
二
十
四
箇
国
、
入
選
作
者
は
百
五
十
四
名
。
前

年
に
催
さ
れ
た
吝
倫
の
発
句
合
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
興
行
で
あ
る
。
な
お
、

『
三
年

物
』
に
合
綴
さ
れ
た
摺
り
物
に
ょ
れ
ば
、
風
状
は
宝
暦
七

・
八
年
頃
に
や
は
り
月

並
二
題
で
発
句
合
を
興
行
し
た
形
跡
が
あ
る
。

さ
て
、
右

の
二
例
を
五
始
の
発
句
合
及
び
月
並
発
句
高
判
集
と
比
較
し
て
み
る

と
幾
つ
か
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の

一
つ
は
、
吝
倫

・
張
賦
の
発
句
合
は
月

刊
披
露
形
式
を
採
る
の
に
対
し
、
五
始
の
場
合
は
年
間

一
括
披
露
形
式
を
採
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
宝
暦
以
前
の
月
並
発
句
合
の
資
料
を
も
う

小
し
拾
っ
て
み
な
い
と
何
と
も
言
え
な
い
。
が
、
宝
暦
以
後
の
も
の
に
つ
い
て
見

る
と
、
麦
里
坊
貞
也
が
天
明
元
年
に
興
行
し
た
月
並
発
句
合
の
選
句
を
翌
二
年
の

歳
旦
帳
に

一
年
分

一
括
披
露

(季
題
別

・
低
点
順
)
し
て
い
る
の
を
唯

一
の
例
外
と

し
て
、
明
和
か
ら
安
永
に
か
け
て
の
蝶

々
庵
百
花
の
場
合
、
天
明
寛
政
年
間
の
蕪

村

・
几
董

・
紫
暁
ら
夜
半
亭

一
門
の
場
合
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
星
池
の
場
合
、

囎
山
と
そ
の

一
門
の
場
合
、
春
鴎
舎
来
之
の
場
合
、
い
ず
れ
も
京
宗
匠
に
よ
る
月

並
発
句
合
は
入
選
句
披
露
を
原
則
と
し
て
月
刊
摺
り
物
で
行
な
う
の
が
例
と
な
っ

て
い
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
文
化
文
政
期
に
入
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
が
な

い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
年
間

一
括
披
露
形
式
を
採
る
五
始

の
月
並
発
句
高
判
集

は
極
め
て
異
質
で
あ
る
。
宝
暦
期

の
吝
倫

・
風
状
以
下
、
京
師
宗
匠
の
多
く
が
入

選
句
披
露
を
月
刊
摺
り
物
で
行
な
っ
た
の
は
月
並
発
句
合
が
点
業
な
れ
ば

こ
そ
で

あ
る
。
投
句
者
に
し
て
み
れ
ば
自
作
が
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
た
か
は
速
か
に

知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
投
句
者
の
興
味
を
繋
ぎ
留
め
点
業
と
し
て

の
月
並
発
句
合
興
行
を
継
続
し
て
行
く
た
め
に
は
、
月
刊
披
露
は
欠
か
せ
な
い
要

件
な
の
で
あ
る
。
月
二
回
興
行
を
催
す
風
状
の
発
句
合
な
ど
そ
の
最
た
る
も
の
と

言
え
よ
う
。
従

っ
て
、
仮
に
年
間

一
括
披
露
の
形
式
を
採
る
に
せ
よ
、
限
度
は
や

は
り
貞
也
の
歳
旦
帳

の
例
の
如
く
翌
年
春
ま
で
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
五
始
の

月
並
発
句
高
判
集
は
宝
暦
七
丑
年
の
も
の
が
翌
八
年
五
月
頃
、
明
和
七
寅
年
の
も

の
に
至
っ
て
は
翌
年

の
七
月
頃
と
そ
の
刊
行
は
余
り
に
も
遅
い
。
こ
れ
で
果
た
し

て
点
業
と
し
て
成
り
立
っ
た
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
こ
こ
に
生
ま
れ
る
。
そ
こ

で
注
目
さ
れ
る
の
が

『
裸
噺
』
に
見
え
る
次
の
記
事
で
あ
る
。

釣
出
す
人
の
飼

ハ
何
糸
ざ
く
ら

報
勢
峨

上
騨
蘭
皐
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花
飛
ン
で
四
方
へ
し
だ
る
＼
葉
よ
桜

自
省
翁

蘭
皐
の
句
は

『子
年
発
句
高
判
集
』

の
末
尾
に
百
五
十
の
最
高
点
を
与
え
ら
れ

て
収
録
さ
れ
て
い
る
句
で
あ
る
。
次
の
五
始

の
評
言
は
当
面
の
蘭
皐
の
句
が
桜
を

【
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
た
め
紛
し
い
が
、

「
三
月
の
題
で
寄
せ
ら
れ
て
来
た
多
く
の

}
句
を
評
し
て
い
る
と
す
ば
ら
し
い
秀
逸
の
句
を
得
た
。
そ
れ
は
右
に
上
げ
た
蘭
皐

の
桜
の
句
で
あ
る
。
翌
四
月
に
三
月
分
の
高
判
発
句
を
摺
り
物
と
し
て
上
梓
す
る

一
に
際
し
、
卯
月

の
葉
桜
を
目
の
前
に
し
て
再
び
感
動
を
新
た
に
次
の
よ
う
な
加
章

号塑
矯

肱鑑
祉藁

噂
融
鋤
融
塀麗
講
戦
恥熱
ゲ擁

陛

出
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言

っ
て
五
始
の
月
並
発
句
高

紅

判
集
の
特
異
性
は
些
か
も
減
ず
る
、、
と
は
な

い
。
お
よ
そ
京
宗
匠
の
催
す
月
並
発

学

而

A.
に
お
い
て
月
刊
摺
り
物
と
し
て
披
露
し
蓮

句
を

一
年
分
も
し
く
は
数
年
分

ま
と
め
て
刊
行
す
る
場
合
は
、
先

の

『金
官
城
』
『
心
葉
』
を
は
じ
め
百
花
の

『誹

大

譜
し
を
り
萩
』
蕪
村

の

『花

の
ち
か
ら
』
星
池
の

『
甲
辰
三
棲
集
』
斗
雪
の

『誹

良

譜
井
出
玉
川
』
囎
山
の

『誹
譜
玉
箒
集
』
に
そ
の
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
丁
付

奈

…
を
整
え
る
な
ど
わ
ず
か
に
手
を
加
え
る
の
み

で
月
刊
摺
り
物
を
合
綴
し
、
序
践
を

添
え
適
当
な
外
題
を
付
け
て
出
版
す
る
と
い
う
安
直
な
や
り
方
が
と
ら
れ
る
の
が

一
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
五
始
は
そ
れ
を
せ
ず
、

一
度
月
刊
摺
り
物
と
し
て
披
露

}
し
た
選
句
を
点
数
別
に
並
べ
直
す
と
い
う
煩
鎖
な
手
続
き
を
敢
え
て
踏
ん
で
い
る
。

そ
の
意
図
は
奈
辺
に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
果
と
し
て
見
れ
ぽ
、
五
始
の
月

皿
並
発
句
高
判
集
は
選
句
を
点
数
別
に
並
べ
直

す
こ
と
に
よ
っ
て
四
季
混
雑
と
な
り
、

　

}
月
刊
摺
り
物
の
持

っ
面
白
さ
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
が
、
そ
の
反
面
で
は

}
通
年
の
寄
句
中
で
の
選
句
の
位
置
を
明
示
す

る
と
い
う
新
し
い
興
味
を
生
み
出
し

　
て
い
る
・
投
句
者
の
側
に
そ
の
こ
と
に
対
す
る
関
心
が
あ
っ
た

こ
と

は
風
状

が

…

『
心
葉
』
の
巻
末
に

「月
並
発
句
合
巻
頭
之
句
、
点
数

二
不
同
有
。

傍
而
記
之
」

と
し
て
各
回
の
巻
頭
句
の
点
数
を
七
十
五
～
百
五
十
点
の
幅
で

一
覧
表
に
し
て
掲

げ

て
い
る
こ
と
が
そ
れ
を
傍
証
し
て
い
る
。
月
刊
摺
り
物
と
し
て

一
度
披
露
し
た

選
句
を
点
数
別
に
並
べ
直
し
て
再
編
刊
行
し
通
年
で
の
位
置
を
示
す
と
い
う
二
段

構
え
の
選
句
披
露
、
そ
れ
に
宝
暦
中
頃
に
最
盛
期
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
高
判
集
に

倣

っ
た
高
判
発
句
集
の
形
式
、
こ
の
二
つ
が
五
始
の
月
並
発
句
合
が
宝
暦
六
年
か

ら
明
和
七

・
八
頃
ま
で
続
い
た
大
き
な
要
因
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
季
題
数
を
取
り
上
げ
て
み
ょ
う
。
五
始
の
発
句
合
は
月
並
十
題
を
標
槽
し

て
い
る
。
そ
の
発
句
高
判
集
が
点
数
別
と
い
う
形
式
を
採
る
た
め
入
選
句
は
四
季

混
雑
と
な
り
各
月
の
季
題
は
正
確
に
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
試
み
に
選
句

か
ら
季
題
を
拾
っ
て
み
る
と
子
年

・
丑
年

・
明
和
寅
年
の
い
ず
れ
も
各
季
概
ね
三

十
前
後
を
数
え
る
。
つ
ま
り
月
割
に
す
れ
ば
お
よ
そ
十
題
と
な
る
わ
け
で
、
月
並

十
題
と
い
う
の
は
偽
り
の
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
子
年
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
選
句
の
中
に

「
題
馬

・
題
橋

・
恋

ノ
降
物
」
と
い
っ
た
前
書
の
あ
る
句
が
間
々
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

「題

馬
」
と
あ
る
も
の
は
す
べ
て
春
に
、
「題
橋
」
は
夏
に
、
「恋

ノ
降
物
」
は
冬
に
分

類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
既
に

『
一
万
発
句
抜
葦
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

そ
の
題
に
当
季
を
結
ぶ
趣
向
の
も
の
。
こ
の
よ
う
な
趣
向
の
題
が
子
年
に
は
春
に

五
、
夏
に
二
、
秋
に

一
、
冬
に
二
あ
り
、
普
通
の
季
題
と
併
せ
各
月

一
～
二
題
出

題
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
様
の
題
は
翌
丑
年
に
も
認
め
ら
れ
、
明
和
寅
年
に
な

る
と
そ
こ
に
更

に

「
タ
ツ
タ

(春
)
ト
ク
サ
(夏
)
キ
ヌ
タ
(秋
)
ヤ
シ
マ
(冬
)」
と

い
っ
た
謡
曲
の
曲
名
に
よ
る
折
句
題
も
加
え
ら
れ
、
五
始
の
月
並
発
句
合
に
彩
を

添
え
て
い
る
。

こ
の
趣
向
の
題
の
有
無
は
別
と
し
て
も
、
五
始
発
句
合
の
月
並
十

題
と
い
う
の
は
同
時
期
の
吝
倫

・
風
状
発
句
合
が

一
及
至
二
題
で
あ
る
こ
と
を
思

え
ば
異
常
に
多
い
。
後
の
安
永
か
ら
寛
政
に
か
け
て
の
京
宗
匠
に
よ
る
発
句
合
も

月
並
三
～
五
題
と
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
五
始
が
月
並
十
題
と
し
た
の
は
何
か
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拠
り
所
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
手
が
か
り
は
見
当
ら
ず
、
今

後

の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

で
は
最
後
に
興
行

の
規
模
に
つ
い
て
触
れ

て
お
こ
う
。
五
始

の
月
並
発
句
合
の

作
者
圏
は
子
年
が
伊
勢

(31
名
)
若
狭

(11
名
)
但
馬

(10
名
)
を
中
心
に
計
十
五
箇

国
、
作
者
数
は
八
十
四
名
。
丑
年
が
や
は
り
伊
勢

(29
名
)
但
馬

(10
名
)
を
中
心
に

計
八
箇
国
、
作
者
教
五
十
三
名
。
明
和
寅
年

は
石
見

(25
名
)
伊
勢

(11
名
)
を
中
心

に
九
箇
国
、
作
者
数
七
十
七
名
で
あ
る
。
五
始
は
い
ず
れ

の
年
も
年
間
の
寄
句
数

を
記
し
て
い
な
い
の
で
そ
の
点
か
ら
の
比
較

は
不
可
能
で
あ
る
が
、
作
者
圏

・
作

者
数
か
ら
見
る
と
子
年

・
丑
年

・
明
和
寅
年

と
も
同
時
期

の
吝
倫

・
風
状
の
場
合

に
く
ら
べ
て
そ
の
興
行
規
模
は
か
な
り
小
さ

い
。
そ
れ
と
同
時
に
五
始
の
月
並
発

句
合
に
特
徴
的
な
の
は
、
お
膝
も
と
の
京
の
作
者
が
子
年
六
名

・
丑
年

一
名

・
明

和
寅
年
二
名
と
い
う
よ
う
に
極
め
て
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
宝
暦
期
の
吝

倫

・
風
状
以
下
、
安
永
か
ら
寛
政
に
か
け
て
の
京
宗
匠
に
よ
る
月
並
発
句
合
が
京

作
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
五
始
の
月
並
発
句
合
は

地
方
作
者
と
り
わ
け
伊
勢

の
人
達
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
か
ろ
う
。

五
始
が
没
し
た
後
、
彼
が
出
し
た
よ
う
な
月
並
発
句
高
判
集
は
現
在
ま
で
の
と

こ
ろ
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
の

一
つ
に
は
五
始
発
句
合
に
京
作
者
の

参
加
が
小
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
安
永
以
後
高
判
集

が
急
速
に
下
火
に
な
っ
て
行
く
の
と
う
ら
は
ら
に
、
月
並
発
句
合
が
流
行
し
て
来

る
こ
と
を
考
え
併
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
五
始
は
二
段
構
え
の
選
句
披
露
に
よ
っ

て
投
句
者

の
興
味
を
繋
ぎ
留
め
月
並
発
句
合

を
興
行
し
た
。
し
か
し
、
安
永
以
後

月
並
発
句
合

の
流
行
に
伴
な
う
投
句
人

口
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
京
の
宗
匠
達
は
五

始
の
よ
う
な
煩
鎖
な
手
続
き
を
踏
ま
な
く
て
も
月
刊
摺
り
物
を
出
す
程
度
で
発
句

合
を
点
業
と
し
て
営
ん
で
行
け
る
よ
う
に
な

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

断
片
的
な
資
料
を
綴
り
合
わ
せ
て
の
極
め
て
雑
駁
な
論
考
と
な

っ
た
が
、
御
叱

正
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
稿
を
成
す
に
際
し
て
、
蔵
尚
之

・
桜
井
武
次
郎
両
先
生
よ
り
貴
重
な
御
蔵
書
の
閲
覧

・
紹
介
を
許
さ
れ
、
藤
田
真

一
・
富
田
志
津
子
両
氏
か
ら
は
資
料
の
所
在
に
つ
い
て
の
御
教
示
に
預
か

っ
た
。

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

(昭
和
五
十
九
年
八
月
記
)
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